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正・特会員総数 369名 

当日出席者 149名 

委任状提出者 160名 

合計 309名 

平成 29年 7月  発行  （2） （第 44号） 

 

続
い
て
、
報
告
第
２
号
「
平
成
29
年

度
事
業
計
画
の
報
告
に
つ
い
て
」
木
暮

理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、
報
告
第
３
号

「
平
成
２９
年
度
収
支
予
算
書
の
報
告

に
つ
い
て
」
は
関
谷
理
事
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
 

新
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
市
か
ら
の
委
託
を
受
け

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
社
会
参
加
支
援

事
業
」
の
実
施
を
は
じ
め
、
農
園
事
業

の
拡
大
、
中
期
５
カ
年
計
画
の
具
現
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
定
時
総
会
に
移
り
、
荒
井

事
務
局
長
か
ら
資
格
審
査
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

次
に
堀
口
理
事
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
関
口
監
事
か
ら
監
査
報

告
が
行
わ
れ
、続
い
て
議
案
第
１
号「
平

成
28
年
度
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」
関

谷
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

平成 29年度定時総会 開催 
平成 28年度決算の承認と事業実績の報告等 

 

平
成
29
年
６
月
23
日
、
定
時
総
会
が
中
丸
公
民

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
式
典
は
、
池
田
副
理
事
長
の
開
会
宣
言
の

後
、
会
員
表
彰
と
し
て
特
別
表
彰
５
名
お
よ
び
在
籍

５
年
以
上
の
会
員
33
名
、
並
び
に
安
全
標
語
優
秀

作
品
者
４
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
次
い
で
、
関
口
理
事
長
の
挨
拶
の
後
に
、
北
本
市

長 
現
王
園
孝
昭
氏
、
北
本
市
議
会
議
長 

黒
澤
健

一
氏
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。 

 

  
 

 
次
に
、
報
告
第
１
号
「
平
成
28
年
度

の
事
業
報
告
に
つ
い
て
」
林
理
事
よ
り

説
明
が
あ
り
、
特
に
会
員
数
に
つ
い
て

は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
請
負
事

業
収
益
と
派
遣
事
業
収
益
を
合
わ
せ
る

と
、
前
年
度
よ
り
増
加
と
な
っ
た
旨
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

議事進行の様子 

北本市長 現王園 孝昭

氏  

定時総会に出席された表彰者の皆さん 



 

会
員
の
研
修
及
び
就
業
意
欲

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

29
年
度
よ
り
ポ
イ
ン
ト
制
を
検

討
・
導
入
い
た
し
ま
す
。
「
ぴ
か

ぴ
か
北
本
お
ま
か
せ
プ
ロ
グ
ラ

ム(

公
共
施
設
の
里
親
制
度)

」
は

現
在
３
地
域
で
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
29
年
度
に
１
地
域
増
や
し

て
４
地
域
と
い
た
し
ま
す
。 

   

 

 

本
日
は
北
本
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
定
時
総
会
に
ご

多
忙
の
な
か
北
本
市
長
の
現
王

園
孝
昭
様
、
北
本
市
議
会
議
長
の

黒
澤
健
一
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

ま
た
会
員
皆
様
多
数
の
方
々
の

出
席
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昨
年
度
二
つ
の
新
事

業
を
行
い
ま
し
た
。
一
つ
は
北
本

市
か
ら
の
委
託
に
よ
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
社
会
参
加
支
援
事

業
で
す
。
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の 

林
修
氏
に
よ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
輝
き
講
演
会
」
を
皮
切
り
に

「
地
域
で
輝
く
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
福
祉
介

護
、
就
労
の
２
コ
ー
ス
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
シ
ル
バ
ー
農
園
を

総
勢

10

名
で
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
農
地
を
借
用
し
、
収
穫
し
た

野
菜
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を

は
じ 
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尾
澤 

正
男 

 

石
橋 

明
彦 

酒
巻 

淑
雄 

宝
蔵 

求 

石
渡 

範
子 

岡
野 

理 

塩
沢 

建 

中
嶋 

悦
男 

水
野 

政
勝 

山
崎 

政
雄 

工
藤 

正
貢 

岡
崎 

庄
一 

工
藤 

祥
子 

 

黒
須 

健
寿 

山
口 

與
一 

渡
辺 

豊
司 

 

平
田 

洋
助 

  

会
員
表
彰
者 

 

（
会
員
在
籍
５
年
以
上
） 

理 

事 

長 

関
口 

明 

 
 

佐
々
木 

勇
吉 

小
野
寺 

久
美
子 

松
村 

清
一 

宮
崎 

保 

矢
部 

勝
美 

小
林 

キ
ワ
子 

佐
藤 

由
美
子 

園
川 

宗
明 

高
橋 

憲
一 

按
田 

利
子 

石
津 

日
出
雄 

大
城 

孝
雄 

大
木 

貢 

菊
池 

盛
雄 

園
田 

徳
子 

竹
内 

和
代 

 

（
敬
称
略
） 

 

特
別
表
彰
者

 
 

定
時
総
会
に
寄
せ
て 

 
 

新
井 

繁
男 

  

池
田 

正
尋 

木
暮 

敏
彦    

服
部 

雅
宥 

林 
 

正
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
敬
称
略
） 

総務部会長 関谷 ふさ子 広報部会長 木暮 敏彦 

は
じ
め
、
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
、
産

業
祭
等
通
じ
て
販
売
し
、
と
て
も

好
評
で
し
た
。 

 

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
今
日
、

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り
う

る
高
年
齢
者
層
は
増
加
傾
向
に

あ
る
わ
け
で
す
が
、
会
員
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
会
員
の
増
強

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
会
員
の

皆
様
に
は
、
隣
近
所
の
人
に
当
セ

ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
働
き
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
も
行
政
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
会
員
の
願
い
や
希
望
に

応
え
、
健
康
で
働
き
が
い
・
生
き

が
い
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て

発
展
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

今
ま
で
と
同
様
に
行
政
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
高
齢
者
の
で
き

る
業
務
を
増
や
す
と
と
も
に
当

セ
ン
タ
ー
も
努
力
し
、
会
員
皆
様

と
一
緒
に
新
規
事
業
を
立
ち
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

29
年
度
事
業
計
画 

広
報
活
動
は
セ
ン
タ
ー
会
員

相
互
の
も
の
と
、
お
客
様
を
含
め

た
地
域
社
会
に
働
き
か
け
る
も

の
と
に
二
分
さ
れ
ま
す
。
前
者
は

柔
ら
か
く
よ
り
わ
か
り
易
い
表

現
を
目
指
し
、
後
者
は
地
域
の
行

事
に
も
眼
を
向
け
る
と
共
に
新

し
い
P

R
方
法
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

事業部会長 林 正美 

構
成
員
は
11
名 

年
数
回
会
合
を

持
ち
、
主
に
以
下
の
事
を
議
論 

一
、
事
業
の
就
業
開
拓
に
つ
い
て 

二
、
地
域
班
及
び
職
群
組
織
に
つ
い
て 

三
、
会
員
の
増
強
に
つ
い
て 

四
、
会
員
の
技
能
及
び
研
修
に
つ
い
て 

五
、
新
規
事
業
の
調
査
研
究
に
つ
い
て 

六
、
女
性
部
会
立
ち
上
げ
、
そ
の
他
部

会
と
し
て
必
要
な
こ
と 



   

     

 

                   

                            

        

               

     

             

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
表 1 平成 28 年 都道府県別交通事故死者 

ワースト 都道府県 死者数 高齢死者 ワースト ％（注 1） 

1 愛知 212 117 1 0.55 

2 千葉 185 99 2 0.54 

3 大阪 161 74 8 0.46 

4 東京 159 番外 注２   

5 北海道 158 83 5 0.53 

6 兵庫 152 80 6 0.53 

7 埼玉 151 86 3 0.57 

注 1：高齢死者数／全死者数を％で示した数値 

注 2：ワースト 4 は静岡 
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高
齢
者
の
交
通
事
故 

 

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
実
情
を
知
り
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
こ
で
、
鴻
巣
警
察
署
交
通
課
に
お
邪
魔
し
て
最
新
の

デ
ー
タ
を
頂
き
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

一
、
平
成
28
年
全
国
交
通
事
故
死
者
数
（
表
１
） 

 
 

 

ワ
ー
ス
ト
は
愛
知
県
、
埼
玉
は
ワ
ー
ス
ト
7
位
。 

高
齢
者
に
限
れ
ば
、
何
と
埼
玉
は
ワ
ー
ス
ト
3
位
。 

二
、
埼
玉
県
内
死
亡
事
故
の
特
徴 

 

① 

事
故
原
因
は
前
方
不
注
意
が
24
％
で
最
も
多
く
、

歩
行
妨
害
、
安
全
不
確
認
、
一
時
停
止
不
履
行
と

続
い
て
い
ま
す
。 

 
② 

事
故
の
第
一
当
事
者
（
注
）
は
高
齢
者
30
％
が
最

も
高
く
、
次
い
で
40
歳
代
、
30
歳
代
で
す
。 

 

③ 

発
生
道
路
別
で
は
市
町
村
道
46
％
が
最
も
多
く
、

ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。 

三
、
北
本
市
内
の
交
通
事
故 

 
 

 
 

平
成
28
年
、
人
身
事
故
207
件
、
物
件
事
故
1226
件

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
人
口
10
万
人
当
た
り
の
発

生
率
で
見
る
と
、
埼
玉
県
72
市
区
町
村
の
う
ち
北

本
市
は
ワ
ー
ス
ト
51
位
で
す
が
、
高
齢
者
に
限
っ

て
み
る
と
県
内
ワ
ー
ス
ト
3
位
で
す
。 

四
、
高
齢
者
交
通
事
故
死
の
特
徴
（
埼
玉
県
） 

 

① 

事
故
死
を
状
態
別
で
見
る
と
歩
行
中
が
半
数
を
占

め
て
お
り
、
次
い
で
自
転
車
の
26
％
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
高
齢
者
以
外
で
は
自
動
二
輪
が
最
も

多
く
、
自
転
車
17
％
、
歩
行
中
は
18
％
で
す
。 

 

 

② 

原
因
は
前
方
不
注
意
28
％
、
安
全
不
確
認
14
％
。 

 

③ 

18
時
～
20
時
で
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

五
、
ま
と
め 

 
 

 

少
し
考
え
れ
ば
歩
行
中
の
高
齢
者
が
交
通
弱
者
で
あ

る
こ
と
は
わ
か
る
。
し
か
し
、
数
字
上
で
こ
れ
ほ
ど
明
瞭

に
現
れ
る
と
再
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
又
、
市
町
村
道

で
死
亡
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
肝
に
銘
じ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
鴻
巣
警
察
署
交
通
課
の
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

注 

第
一
当
事
者
と
は
事
故
の
責
任
が
最
も
重
い
者 

 
 

 
 

 
 

市
町
村
道
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ
へ
行
く
（
よ
み
人
知
ら
ず
） 

    

「高齢者、自転車、交差点」

が交通事故防止のキーワー

ドです 

就
業
途
上
の
重
篤
事
故
が
平
成
28
年
度
全

国
で
7
件
発
生
、
依
然
と
し
て
憂
慮
す
べ
き
状

態
で
す
。 

交
通
手
段
別
に
み
る
と
自
転
車
で
の
事
故
が

43
％
、
徒
歩
で
の
事
故
・
バ
イ
ク
で
の
事
故
が

そ
れ
ぞ
れ
14
％
で
し
た
。 

会
員
が
就
業
場
所
の
近
隣
に
住
ん
で
い
る
た

め
、
交
通
手
段
と
し
て
主
に
自
転
車
を
利
用
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
も
一
因
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

会
員
が
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
変
化
を
自

覚
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
事

故
防
止
の
第
一
歩
で
す
。 

  

  

一
、
交
通
ル
ー
ル
に
対
す
る
認
識
の
甘
さ 

 
 

な
な
め
横
断
・
一
時
停
止
し
な
い 

自
転
車
で
の
夜
間
点
灯
し
な
い
な
ど 

二
、
無
意
識
に
行
動
す
る 

 
 

相
手
が
よ
け
る
だ
ろ
う
判
断
・
無
頓

着
に
飛
び
出
す
な
ど 

三
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
変
化
へ
の 

自
覚
の
乏
し
さ 

一
人
一
人
安
全
意
識
を
高
め
、
そ
れ
を

生
活
習
慣
化
す
る
こ
と
が
肝
要 

 
 

で
す
。 

シ
ニ
ア
も
左
見
て
右
見
て
ま
た
左 

（
よ
み
人
知
ら
ず
） 

 

高
齢
者
の
交
通
安
全
に
関
す
る
知
識
特
徴 

安
全
管
理
委
員
長 

 

林 

正
美 

就
業
途
上
で
の
交
通
事
故
に
つ
い
て 

安
全
管
理
委
員
長 

 

林 

正
美 

安
全
管
理
委
員
長 

 

林 

正
美 
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安
全
は 他

人
ひ

と

に
ま
か
せ
ず
自
分
か
ら 

折
原 

曻  

銀 

賞 

大
丈
夫 

そ
の
過
信
が 

事
故
の
も
と 

小
沼 

光
夫  

 金 

賞 

ち
ょ
っ
と
待
て 

確
認
作
業
で
事
故
防
ぐ 

矢
部 

勝
美  

銅 

賞 

注
意
し
よ
う 

危
険
と
安
全
は
紙
一
重 

吉
野 

召
治  

銅 

賞 

事故ゼロをめざして  
～平成 29 年度安全標語表彰～ 

募集期間  平成 29年 1月～2月 

応募作品 104点    応募人数 56名 

 

2
年
目
を
迎
え
た
農
園
事
業
班
は
、

耕
作
地
も
約
4
反
（
1200
坪
）
に
増
や

し
、「
北
本
い
き
い
き
農
園
」
と
し
て
、

男
女
会
員
の
計
18
名
の
班
員
で
各
種

野
菜
栽
培
、
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
班
員
で
組
み
立
て
た
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
も
完
成
し
、
き
ゅ
う
り
、

ト
マ
ト
等
の
ハ
ウ
ス
栽
培
、
じ
ゃ
が
い

も
、
玉
ね
ぎ
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
等
を

含
め
た
野
菜
類
等
22
種
類
を
露
地
栽

培
中
で
、
5
月
か
ら
は
収
穫
期
を
迎
え 

た
一
部
野
菜
の
販
売
も
始
め
ま
し
た
。 

野
菜
は
手
を
掛
け
る
ほ
ど
実
り
ま

す
。
そ
の
実
感
や
楽
し
み
を
味
わ
い
な

が
ら
、
よ
り
良
い
野
菜
づ
く
り
を
目
指

し
て
炎
天
下
に
も
関
わ
ら
ず
頑
張
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
各
野
菜
の
収
穫
全
盛

期
と
な
り
場
所
を
増
や
し
て
の
販
売
、

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
、
市
産
業
祭
等
で
の

販
売
も
予
定
し
て
お
り
、
班
員
以
外
の

会
員
各
位
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま

す
。 



                                

                              

                            

                            

就業インタビュー 
① シルバーに入会した理由は？ 

② 趣味を教えてください！ 

③ 現在の就業は？ 

④ 就業に関して安全面で特に気を

つけている事 

⑤ 日常生活の心がけ（健康の秘訣） 

⑥ 今後の抱負など 

⑤ 
 

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
事
で

す
。
い
つ
も
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。 

⑥ 
 

「
気
持
ち
良
く
お
迎
え
し
て
、

気
持
ち
良
く
お
か
え
り
い
た
だ

く
」
を
胸
に
留
め
就
業
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

加
藤 

美
子 

 

（
東
間
深
井
） 

① 
 

友
人
が
シ
ル
バ
ー
で
働
い
て
い
て
、 

私
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
入
会
し

ま
し
た
。 

② 
 

編
み
物
教
室
に
10
年
ほ
ど
通
っ
て 

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
作
っ
て
い

ま
す
。
ジ
ム
に
も
通
っ
て
い
て
、
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
岩
盤
浴
を
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
の
カ
ラ
オ
ケ
同
好 

に
最
近
入
会
し
て
、
毎
回
楽
し
く
唄
っ

て
い
ま
す
。 

③ 
 

清
掃
の
仕
事
を
５
年
間
位
し
て
い
ま 

々
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
様
、
手
早
く
丁

寧
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。 

⑤ 
 

仕
事
と
趣
味
が
健
康
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
地
区
の
催

し
に
も
極
力
参
加
を
し
て
健
康
を
維
持

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

⑥ 
 

親
睦
会
の
役
員
を
し
て
い
ま
す
が
、

お
仲
間
の
方
々
に
元
気
を
頂
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
で
き
る
だ
け
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
た
が
、
就
業
先
の
会
社
が

移
転
し
た
た
め
、
３
月
か
ら

は
「
あ
す
な
ろ
学
園
」
に
移

り
ま
し
た
。 

④  

今
は
仕
事
に
慣
れ
る
の
に 

精
一
杯
で
す
が
、
職
場
の
方 

 

竹
内 

和
代 

（
中
央
） 

と
考
え
、
現
在
は
「
そ
ば
打
ち
同

好
会
、
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
」
に
参

加
し
楽
し
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。 

③ 
 
 
 

北
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
ボ
イ
ラ
ー
等
設
備
管
理
業
務
」

で
就
業
し
て
い
ま
す
。 

④ 
 
 
 

単
独
終
業
時
は
、
事
故
が
発
生

し
て
か
ら
で
は
遅
く
、
高
齢
者
が

安
全
に
就
業
で
き
る
た
め
に
、
詳

細
な
条
件
の
制
定
が
必
要
で
は
な

い
か
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

⑤
⑥ 

 

人
と
の
対
話
を
大
切
に
、
極
力

大
き
な
声
を
出
し
て
生
活
す
る
。

毎
日
を
「
明
る
く
・
楽
し
く
・
健

康
で
」
就
業
で
も
「
安
全
に
・
仲

良
く
あ
れ
!!
」 

②  

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
親
睦

会
が
あ
り
入
会
後
２
年
間

程
、
役
員
と
し
て
活
動
し
ま

し
た
。
多
様
な
人
が
集
う
場

所
で
「
大
き
な
声
で
語
り
合

い
」「
活
舌
の
大
切
さ
」
を

意
識
し
て
、
日
々
の
就
業
に

英
気
を
養
う
こ
と
が
肝
要

と
考
え
、 

① 
 

退
職
と
共
に
、
地
域
社
会
と
の
か
け
離
れ

た
現
実
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
時
、
老
後
の
生

活
、
日
常
の
健
康
管
理
等
「
地
域
社
会
と
の

密
着
・
高
齢
者
と
し
て
の
健
康
管
理
」
が
必

須
で
あ
る
と
考
え
登
録
し
ま
し
た
。 

② 

絵
手
紙
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
ま 

 

皆
川 

 

勇 

（
東
） 

①  

社
会
と
の
接
触
に
よ
る
自
己
啓
発 

②  

音
楽
、
パ
ソ
コ
ン
、
旅
行
、
酒
、
猫 

③ 
 

パ
チ
ン
コ
店
３
ヵ
所
の
来
客
数
調
査
を
１
年

ほ
ど
就
業
し
て
い
ま
す
。 

④  

安
全
運
転
を
第
一
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。 

 

 

秋
山 

進
治 

（
中
丸
） 

（第 44号） 平成 29年 7月  発行  （6） 

⑤ 
 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
り
、

食
後
に
適
度
の
運
動
と
し
て
散
歩

を
３０
分
程
度
、
朝
と
昼
に
行
っ
て
い

ま
す
。 

⑥ 
 

健
康
維
持
と
就
業
の
継
続
。
テ
レ

ビ
と
お
友
達
に
な
ら
な
い
。
実
年
齢

７１
歳
で
す
が
、
体
組
成
計
で
は
６２

歳
か
ら
６４
歳
の
数
値
が
で
る
の
で
、

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

① 
 

シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
方
に
紹
介
さ
れ

て
入
会
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

② 

映
画
鑑
賞
、
読
書
と
水
彩
画
を
少
し
や

っ
て
い
ま
す
。 

③ 
 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
に
就
業
し
て
い

ま
す
。 

④ 
 

利
用
し
て
頂
い
て
い
る
お
客
様
に
衝

突
し
、
転
倒
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
就
業
し
て
い
ま
す
。 



                      

 

 

 
 

 

                            

             

               

   

             

中央 60（+3） 東間深井 57（+2） 

本町西高尾 35（-2） 中丸 31（-1） 

西部 40（-4） 東 36（+1） 

南部 73（+3） 公団 33（-6） 

（7）  平成 29年 7月  発行 （第 44号） 

平成 28年度 事業実績 

（単位：万円） 

 28年度 27年度 増減 

公共 2,368 2,376 -8 

民間 12,299 12,428 -129 

個人 4,995 4,947 48 

合計 19,662 19,751 -89 

 

（単位：件） 

 28年度 27年度 増減 

公共 53 54 -1 

民間 387 405 -18 

個人 2,199 2,186 13 

合計 2,639 2,645 -6 

 

（単位：人） 

 28年度 27年度 増減 

男 260 257 3 

女 105 112 -7 

合計 365 369 -4 

 

会 

員 

数 

請 

負 

件 

数 

請 

負 

金 

額 

 

同 好 会 名 活 動 回 数 活 動 場 所 会 費 

カラオケ同好会 月２回 健康増進センター 会費 月 1,000円 

グランドゴルフ同好会 月１回 健康増進センター 屋根下 会費 年 2,000円 

そば打ち同好会 月１回 中丸公民館調理室 会費 月 1,000円 

ゴルフ同好会 大会 年４回 栃木方面 会費 月 1,000円 

                                 問合せは事務局へ 

 

親睦会 

からの 

お知らせ 

 
 

北
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
親
睦
会
で
は
、
会
員
同
士

に
よ
る
趣
味
の
集
ま
り
、
い
わ

ゆ
る
同
好
会
が
複
数
活
動
し
て

お
り
、
会
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
普
段
、
就
業
さ
れ
て
い

る
方
も
し
て
い
な
い
方
も
、
ま

た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て
同
好
会
だ
け
を
楽

し
む
だ
け
で
も
、
こ
れ
か
ら
の

超
高
齢
化
社
会
を
過
ご
す
こ
と

で
会
員
同
士
の
親
睦
と
交
流
の

場
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 

 

 契約金額 派遣・請負内訳   （単位：万円） 

 28年度 27年度 増減 

請負 19,662 19,751 -89 

派遣 623 433 190 

合計 20,285 20,184 101 

 

 

地域別会員数 ( )は前年度比（単位：人） 

 



                            

                            

                            

                          
 

 

 

 編 集 後 記 

平成 29年 7月  発行  （8） （第 44号） 

 

 

【
北
本
シ
ル
バ
ー
い
き
い
き

農
園
】
を
取
材
し
ま
し
た
。
耕

地
面
積
3
倍
増
、
女
性
会
員

も
増
え
、
看
板
も
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
野
菜
の
収
穫

期
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
だ

け
賑
や
か
で
楽
し
そ
う
な
農

園
も
珍
し
い
、
周
囲
の
農
家
か

ら
羨
望
の
眼
差
し
が
・
・
・
。

事
務
所
の
玄
関
先
か
ら
農
園

が
見
渡
せ
ま
す
よ
～
。 

広
報
部
員
一
同 

 

 

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
絵
手
紙
・
写
真
・
書
道
・
手

芸
・
ス
ケ
ッ
チ
等
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
投

稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
番
号
・
氏
名
を
添
え
、
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

ぜひ、皆さん誘ってご利用ください！！ 

シ
ル
バ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
川
柳 

健康増進センター 行事予定表 

8月 9日,23日,30日 音楽健康体操 

8月 25日（金） カラオケ発表会 

9月 6日から 12回 水曜日 秋の「健康いきいき体操」 

9月 7日から 14回 木曜日 折り紙教室 

10月 1日 シルバーまつり 増進センター 無料開放 

10月 7日から 10回 土曜日 茶道教室 

10月 5日から 10回 木曜日 囲碁初心者入門教室 

10月 27日（金） 障子張替講習会 

 

8月初旬  七夕飾り（一週間程度飾り付け） 

9月 どくだみ湯 

12月 ゆず湯 

毎月第 3金曜日   抹茶サービス 

問合せ 健康増進センター ℡048-591-8251 

楽しい行事にもご参加ください!! 

滝瀬 喜一 

北本 なの花まつり 

熱
中
症 

早
く
も
発
令 

ま
だ
五
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

明
田 

雅
好 

 
  

目
覚
め
良
し 

今
日
も
予
定
は 

飯
・
散
歩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
﨑 

政
登 

 

 

シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク 

や
っ
と
拙
者
も 

一
人
前 

木
暮 

敏
彦 

 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
皆
様
に
お

風
呂
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
マ
ッ
サ
ー
ジ

機
等
を
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

以
外
に
も
日
曜
大
工
の
参
考
に
な
る
内
容
や
、
指
先

や
頭
の
体
操
に
役
立
つ
よ
う
な
行
事
も
開
催
し
て
い

ま
す
。 

 
こ
れ
か
ら
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

明田 雅好 

田園風景と大雪山連峰 

～ 健康増進センター ～ 


